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最上志向€

「最上志向」の才能の持ち主は、個人や集団の卓越性を高める手段とし

て、強みに注目します。優れたものを最高レベルのものに変えようとし

ます。

「最上志向」の才能の持ち主は、多くの場合、他の誰も気づいていないときから人の才能や強みを見抜きます。強みは、

それが自分のものであれ他人のものであれ、彼らを魅了します。「最上志向」の人は、他の人が自分の可能性にワクワク

できるようにサポートするのが好きです。周りの人が何を得意とし、どのような仕事に向いているかを見極める能力があ

ります。彼らは人の才能と、完了すべき仕事をどのように結び付けるかを知っています。平均ではなく卓越していること

が彼らの評価基準であり、それを追い求めています。品質を重視することで、自分や他の人の得意分野に焦点を当て、弱

点を管理します。

能力と優位性

「最上志向」の才能の持ち主は、自分も周囲の人も、品質を重視するように導きます。最適な人と最善の結果を残すよう

に仕事をすることを好む性格です。グループのメンバーに本来得意とすることを割り当てることで、グループに強みをも

たらします。卓越さを求める姿勢は、成功を新たな基準へと導くことができます。

「最上志向」が上位資質である人： 「最上志向」が下位資質である人：

あなたの行動すべてにおいて卓越さの追及にエネ

ルギーを傾けるようにします。

他の人の成功を助けるような役割を探してくださ

い。コーチング、管理、教育などの仕事におい

て、長所を重視するあなたの指導方法は有益であ

ることが実証されます。

•• 自分の強みがわかったら、そこに重点を置きます。

技能に磨きをかけ、 新しい知識を習得してくださ

い。訓練を重ね、 熟練することを目標に努力し続

けてください。

•• 自分や同僚の能力を測る方法を考えるようにしま

す。こうした測定は長所を明らかにするために役立

ちます。

•• 仕事以外で自分の長所を活かせる機会を設けるよう

にします。このとき、その長所が自分の個人的な使

命にどのように結びつき、家族や地域にどのような

恩恵をもたらすかを考えるようにします。

•• 成功事例から学んでください。意図的に、長所を見つ

けた人と時間を過ごすようにします。長所を知ること

がいかにして成功につながるのかを理解するにつれ、

自分の人生でも成功を収める可能性が高くなります。

「最上志向」の資質が強くないからといって、あなたが

卓越さを求めて努力しないということではありません。

ただ、あなたが自分のエネルギーを注ぐ対象や相手を選

別しようとしないだけかもしれません。

•• 上位の資質の中で、エネルギーやモチベーションが高まる

ものを見つけてください。「目標志向」、「未来志向」、「自

我」の才能は、あなたができる限り最高の成果を求めて努

力する起爆剤になるかもしれません。

•• 尊敬する人や、あなたを高みに押し上げてくれる人から、

定期的にアドバイスを求めましょう。自分が取り組んでいる

プロジェクトや計画を共有し、それについて話し合うように

します。これらをより良いものにするための方法を見つける

サポートを求めてください。

•• 目標設定を広げましょう。これらの目標は成功を新たな基

準へと導きます。

•• あなたにとって製品を標準品質に仕上げることは卓越さを

意味するが、完璧とは言えないかもしれないということを他

の人に理解してもらいましょう。周りの人が「真珠を磨く」こ

とをあなたに求めるようになったら、あなたの才能をより生

かせる別の仕事に移る許可を得るようにしましょう。


